
追跡ハイキング

■活動コースと所要時間
□追跡ハイキングコース １．５時間

□開始前に、レクチャーの時間を１０分程度確保していただきます。

■持ち物 利用の手引き『夢のアトリエ』にある「団体でご準備ください①」をご参
照下さい。
・実施する際は、飲料水などの飲み物の準備が必須です。
・地図、解答用紙セット（バインダー、鉛筆、解答用紙）、無線は貸し出
しします。

・救急箱は各団体でご準備ください。

■活動の実際
①団体指導者と担当スタッフとの打合せ
・引率者の配置とコース状況、出発時刻や繰り出し方法を確認します。
・コース図や無線を配置された引率者に渡します。
・無線の電源のON・OFF及びチャンネルをご確認ください。
・団体が重なり合う場合は、一緒に使っていただく場合もあります。
・集合場所や服装、持ち物の確認を忘れずにお願いします。

②スタッフからのレクチャー（コース説明）
・追跡ハイキングの行い方やコースを回る際の注意事項を説明します。

③追跡ハイキング開始
・解答用紙セットなどの道具をグループのリーダーに渡します。
・本部に待機する引率指導者の指示のもと繰り出しします。
・出発合図、コース内状況、到着確認等について連絡を取り合うようお願
いします。

・コースの離脱やケガ等があった場合は、担当スタッフへお知らせ下さい。

④追跡ハイキング終了
・問題の答え合わせをします。（解答用紙はお持ち帰りください。）
・使用したバインダー、無線等の用具をスタッフまで返却してください。

■活動にあたって
□地図は持たずâ、×の標識を見つけながらコースをまわります。コースの
途中には①～⑫まで問題があります。問題には、用紙に答えを書きこむタ
イプのものとフィールドにあるものを拾って持ち帰るタイプのものがあり
ます。

□所要時間は、子どもたちの体力や天候などによって大きく変わることがあ
ります。余裕のある時間設定をお願いします。

□所要時間と課題の正答が成績になります。競争心をあおらず、コースを楽
しく完歩させることに重点をおいた活動にしたいものです。

□通過確認地点（2カ所以上が望ましい）を設けて、その場所に引率者を配
置する必要があります。スタート地点の引率者と連絡を取り合いながら、
安全に活動できるようお願いします。

□時期によっては虫が大量に発生することもあります。虫除けスプレー等の
虫除け対策が必要です。

□雨天時には、雨具や長靴を着用して活動します。
□暴風・雷雨等で危険が伴うと判断された場合は中止となります。

■事前打ち合わせで
□基本的には複数団体が同時に実施可能ですが、重なった場合は団体間で
開始時刻や繰り出し間隔を調整し、実施することをおすすめします。

□コースの下見をおすすめします。

１グループがコースを回る際の目安時間です。グループ数と送り出す時間差を考慮
した時間設定が必要です。
※５グループを５分間隔で出した場合の活動時間
→（１グループの所要時間９０分）＋（時間差５分×間隔４回）＝約１１０分



追跡ハイキング コース

　
所要時間･･･通常1時間30分程度

　

★地図は持たず、　　 は「進め」、　　 は「引き返せ」の標識を見つけながら
　コースを回ります。
★スタート前に解答用紙と筆記用具を配ります。
★コースの途中には①～⑫までクイズがあります。グループのメンバー
　で協力してクリアします。
★ゴールインしたら、引率の方が解答を採点します。
★必要に応じて、図中の注意書きを参考に引率者の配置を計画し、安全
　の確保や通過の確認をしてください。
★無線機を貸し出すことができます。緊急時には少年自然の家を呼び出
　してください。

★参考として、目印になる他のコースの看板を記載しています。
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